
8月の道内景況 情報連絡員レポート
賑わいは続くも、物価高・総合スーパー撤退・人材不足など課題は多い

製造業
食料品 �
● �昨年同様、定置網で行われるマス漁も不漁で終わった。9月から秋鮭
漁が始まるが、この状況から期待は薄い。組合員の加工場はホタテ加
工中心にて操業中。� （網走）

● �味噌出荷量（道内）；単月（令和6年7月）　　　　前年対比　107.8％
　　　　　　　　　　累計（令和6年1月～7月）　前年対比　 93.2％
　醤油出荷量（道内）；単月（令和6年7月）　　　　前年対比　 97.2％
　　　　　　　　　　累計（令和6年1月～7月）　前年対比　 94.9％
　味噌出荷量（全国）；累計（令和6年1月～6月）　前年対比　 96.4％
　醤油出荷量（全国）；累計（令和6年1月～6月）　前年対比　 99.2％
・令和6年7月の道内単月の出荷量は、前年対比、味噌は増、醤油は減。
・令和6年1月～7月の道内累計出荷量は味噌・醤油共に悪く、相変
わらず全国平均と比較して数字が悪い。

・今夏の米の品薄についての報道があるが、味噌メーカーも国産米の
確保に苦慮している。また、令和6年度の国産米の価格も上昇する
見込みで、厳しい状況が続いている。� （全道）

木材・木製品 �
● �8月期のトドマツ原木の工場への入荷は、前月期同様落ち着いてい
る。市況については、在庫が不足している状況にはなく、弱保合で推
移している。また、国有林材のトドマツ一般材については、オホーツ
ク、道央圏、道北では複数の応札があり、活発な動きが出てきている
一方で、道南圏については、不落が続き出口が見えない。特に道南ス
ギについては、全く動きがなく、供給過多となっている。
・原料材については、FIT の影響から安定かつ高値安定で推移していた
が、この4月以降価格が下がり、8月については昨年並みの価格に
近づいている。8月期のカラマツ原木については、ここにきて供給
過多で、合板業界がかなり苦しんでおり、しばらくはこのような業
況が続くものと思われる。

・トドマツ製材市況は、先月に引き続き景気後退等の影響により、新規
住宅需要が前月に比べ減少しており、回復することは不可能に近い。
・産業資材も減少傾向で推移している。価格は弱気配～保合の状況に
あり、カラマツラミナについても、減少傾向で推移している。ま
た、市況はカラマツ、エゾ・トドマツは弱含みが見込まれる。紙原
料は不足気味で原料材価格が上昇しており、原料の取り合いが全道
的に見られている状況である。国内チップ買取価格の価格引き上げ
について、大手2社に対し要請を行ったが、具体的には来春以降と
なっている。木質バイオマス原料については順調に集荷されてお
り、価格も高止まりの傾向から下がり気味で推移している。

・道内製材業界は、主力製品である梱包材・パレット材のオーダーが
大変厳しい状況下にあることから、一昨年から上昇した電力料金や
各種諸資材、航送料金の値上げなどを、製材品価格に反映させるこ
となく、自助努力により吸収してきたところだが、そのような中、

「2024 年問題」（トラックドライバーの労働時間規制）の施行が目前に
迫り、各輸送業者からはこれまでに例がないほどの値上げ要請があ
り、これ以上のコストアップを各製材工場が吸収することは不可能
であると判断しており、具体的な対策が急務となっている。�（全道）

● �8月も受注状況に改善は見られず、前月に引き続き時短操業を継続し
ている。お盆休みも長く、稼働日数も少ないことから生産量及び売上
高は減少している。� （十勝）
窯業・土石製品 �
● �8月の生コン出荷量はおよそ 266 千m3。（前年同月比 92.7％）
・地域別には、前年同月を上回った分会は 27 分会中、9分会で前年
（増加は8分会）を上回った。前年同月と比較して、増加したのは道
南、小樽、苫小牧など。一方、減少したのは札幌、北見、千歳など
であった。� （全道）

● �昨年と比べ砂利の販売価格は上昇しているが、燃料費をはじめ、人件
費や運送費の上昇などにより、収益が上がらない状況が続いている。
・道南及び道央圏における新幹線工事などインフラ整備に使用する砂
の多くは、留萌管内天塩港から船で搬送しているが、当港の航路が
漂砂で埋まっているため、積載量が減少し計画的な搬送に支障が出
ている（北海道開発局に早急なしゅんせつ工事を要望中）。� （全道）

一般機器 �
● �物価高騰対策、中小企業の価格転嫁・官需拡大対策・最賃アップの補
助金と税制改正などの具体的な政策に期待するほか、電気料金の補助
期間拡大の早期発表、ガソリン減税、消費税減税かそれに見合う給付
政策の実施が必要。� （札幌）

● �小樽市内は一般観光客、インバウンド客、共に増えている。お盆休み等
稼働日が少なかったので、新規受注作業は無く、既存の作業を進めてい
た。天候が不順だったので、今後の農作物の収穫量が必要。� （全道）
その他 �
● �繁忙期に入り需要は回復傾向である。副資材や包装資材は値上げになっ
ているが、紙器・段ボールの値上げはいっこうに進んでいない。金融機
関から短期プライムレート＋0.15 の改定の案内があった。� （全道）

● �造船業界は、次世代船の燃料として　温室効果ガス排出削減燃料とし
てアンモニア燃料船や液化水素船の実用化（2030 年）に向け検討・開発
が進められている。造船各社、人手不足や働き方改革によって生産性
向上が難しくなっており、工程管理も厳しい状況で、ロボット化の導
入が進められている。� （室蘭）

非製造業
卸売業 �
● �総合スーパーの道内撤退が進み、納入している企業は減収となっている。
・空調機器、事務機器類も動きが鈍くなっている。
・販売価格は上昇が続いていたが、引き続きコスト増加分を転嫁でき

主要DI の推移　前年同月の比較では、「景況」、「売上高」、「収益状況」の全て
が低下している。
　7月から8月の推移では、「景況」は増加したものの、「売上
高」、「収益状況」が低下した。
　情報連絡員によると、製造業では、原材料や副資材の値上げ
は続いているが、価格に転嫁できていないとの報告があった。
需要が回復傾向であっても、燃料費や人件費の上昇により収益
が上がらないという声も寄せられている。非製造業では、お盆
休みやイベントなどによる賑わいはあったものの、総合スー
パーの北海道撤退により、納入業者の売上減少に影響している
との報告があった。また、人材不足も引き続き影響しており、
特に若年層の採用難が顕著であるとの声も寄せられた。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引
いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

（凡例） 30以上 10〜29 9〜△10 △11〜△29 △30以下
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る企業とできない企業に分かれてきた。
・人手不足で新分野への取組が消極的となっており、働き方改革や最
低賃金の上昇で利益の確保が難しくなりつつある。� （札幌）

● �今夏は、蒸し暑さに加え晴れの日が少なく、雨の降る日も多く、地域
イベントの開催にも多少の影響があった。最近では JR石勝線が降雨の
ため線路に土砂が流入し、約4日間不通となり、人の行き来や物流が
滞った。� （帯広）
小売業 �
● �前年比較　物販　97.4％　金融　83.4％
・夏季休暇で観光客が増えている中、買物公園エリアの滞在時間を長
くするため「まちにち計画」と題して電動モビリティをはじめ人工
芝生エリアやハンモック設置の他、バスキングエリアとしてキッチ
ンカーの出店等、様々な実証実験を実施し中心市街地は賑わってい
た。業種別では、旅行業が 186％の他、これまで不調であった家具・
仏具が 108％、衣料品も 95％まで回復したが、一方、家電が 83％に
減少したのと、円安の影響からか海外売上が 75％と低調で、全体で
は前年割れとなった。� （旭川）

● �会議所が7月の大型店とスーパーの売上状況を公表した。6月末で総合
スーパーが閉店したことを受け、近年では最も少ない前年同月比 26.7％減
だった。部門別では食料品が 22.1％減、衣料品が 42.4％減。特に衣料につ
いてはネット通販や札幌市内の百貨店など調査で見えないところに流れた
り、消費自体が消失している。スーパーは1.7％増、1社が前年同月比マイ
ナスだったが、店舗数が減ったことによる影響。� （帯広）

● �8月も「小樽産ウニ」が目玉商品なのだが、時化のため入荷のない日
が多く（一週間入荷しないことも）、価格も 4,500 円まで高騰し、観光客
や地元客を落胆させていた。
・月末の特売日は、前日まで天候不順が続き期待できずにいたが、1時間
あたり30～40人の入場者が午前8時から午後1時位まで続いた。�（小樽）

● �昨年同月に比べ、仕入価格が 20％上昇しており、また人口減少や節約
の為、10％程度の売上減少がある。エネルギー業界は厳しい経営状況
を強いられている。� （稚内）

● �8月は小売業者にとっては2月と並んで商品が売れない時期と言われ
ており、その通りの月であったが、他の月と比べても極端に落ち込ん
だわけでもなく全体的に沈み込んでいる状況。一方、ガソリン販売店
においては給油量が増えたり、酒類の卸店では納品数が増えたりと、
お盆休みに伴う旅行や帰省などで需要が増した。また、クリーニング
店においても、観光客の増加からホテルリネンで多忙であった。
・旅行業は、海外旅行の相談はあるものの円安の影響から予約には至
らず、国内も宿泊代金の高騰から断念するケースが多く結果前年を
下回ったが、秋冬に向け団体の問合せも増え始め今後に期待。携帯
電話販売業については、電気、光など商材の獲得に注力し収益の底
上げとなっている。保険業は、近隣地域へのポスティング実施から
新規契約者の獲得に繋がり、継続して取り組んでいる。� （釧路）

● �春先の売り上げ減が響き、メーカーは過剰在庫を抱えているため卸値
を下げてきているが、販売店としては時期的に判断が難しい。�（全道）

● �今月は、引き続きアニメ映画「名探偵コナン」の影響が大きく、お盆
期も道内のみならず道外の観光客や帰省客が多く見受けられた。当団
体が管理するお客様用駐車場も一か月の利用額が前年を上回り、ピー
ク時は駐車場が満車となり渋滞も見られ、食堂では常時行列が目立っ
た。他方、物販店は思うように売り上げが伸びず、苦戦している店舗
が大半だが、それでも蟹を茹でて提供したり、フルーツをカットして
販売したりと現地消費に繋げて工夫している店舗も増えている。
・15 日に函館八幡宮の例祭として、2年に一回の神輿渡御が函館朝市
にも巡回した。函館朝市ひろば前にて野立て参拝し、関係者一同、
商売繁盛を祈願した。

・政府系金融機関による実質無利子・無担保融資（ゼロゼロ融資）の返
済に大変苦慮している店舗が幾つかある。特に物販店の企業は、仕
入れ値の高騰や消費マインドの冷え込みも続いており、日々の経営
が厳しい情勢となっており、中小・零細企業が大半の地方では売り
上げの減少がそのまま経営悪化に繋がるので、効果的な経済施策を
お願いしたい。� （函館）

● �8月は夏休みもあり、道内の観光客も増えて、お土産・ホテルと前年
並の売上になった。魚はサンマの入荷があり、一時活気があったが、
価格は昨年並。夏イカの入荷はほとんどなく、魚が夏枯れの時期に
入ってきた。� （道央）

● �米の販売数量、金額ともに前年の 50％と激減したが、全体的には売上
前年比 100％で推移した。� （札幌）

● �8月はお盆休みと夏休みの観光客で賑わいをみせた。ツアーや修学旅
行の団体も、昨年より増えている。和商の日には、くじら汁の無料配
布のイベントがあり、多くの市民や観光客に振舞った。� （釧路）

● �高温が作物に影響を及ぼし、収益を減少させている。燃料費の増加に
伴い、コメなどの価格も不安。北海道は昨年同様の作況指数とのこと。
� （全道）
商店街 �
● �8月共通駐車券の利用は、前年同月比 178.7％、買物共通バス券は、前
年同月比 106.3％。共通駐車券の利用は、とかちマルシェ（8/30・31・
9/1）開催により前年比超え。とかちマルシェの来場者は、12 万1千人
で過去最高だった。� （帯広）
サービス業 �
● �当年度4月からの累計発注業務量は、前年度に比べて増えており、各社
ばらつきが目立つが、売上高も増加している。しかしながら、この増加

分は主に人件費・資材・消耗品等の経費に回っており、特に賃上げによ
り増加した人件費と売上高とのバランスが将来的に大きく崩れることを
懸念する声も出てきているが、業務に使用するOA機器などへの設備
投資の余裕もちらほら出てきている。中長期的には業界全体が今後成長
していくのではとの明るい期待も出てきている。また近年、地震や豪雨
災害による地盤災害を踏まえた道路技術基準（国交省）や地盤調査・試験
基準（地盤工学会）の改正などの検討も行われており、業界としてもこれ
らの動きに合わせて積極的に活動している。� （全道）

● �依然として大きな状況の変化はない。営業努力で持ちこたえている。
� （全道）
● �シニア IT 人材の確保のために、役職定年の延長や再雇用制度の見直し
とそれに伴う待遇改善を進める道内中小 IT 企業が増えている。深刻化
している IT 人材不足への対応だけでなく、老朽化した基幹システムの
不具合が増えると言われる「2025 年の崖」問題の回避のために、旧シ
ステムからクラウドサービスへの移行に関わるシステム開発案件が伸び
ているが、双方に精通した人材は現役世代には少ない。そのため、知見
のあるシニア IT 人材に頼らざるを得ないという事情が背景にある。従
来の再雇用制度や役職定年では待遇を含めて優遇される他のシステム
開発企業に転職するリスクが大きい。シニア IT 人材の確保が企業業績
を左右する可能性が大きいことから、現状の待遇や役職の維持を含めて
の継続雇用は、企業やシニア人材にとって、モチベーションの向上、人
手不足の解消、技術スキルの伝承、クラウド化案件の獲得等、双方に
とって良いことづくめの経営施策となってきている。� （全道）

● �雇用維持のため夏季休日を増やした企業が多く稼働日数が減少した。
� （苫小牧）
● �人材不足がさらに悪化してきている。今までもそうだが若年層への採
用難が顕著。� （旭川）
建設業 �
● �原材料費の増加は落ち着きの兆しも窺われるが、今後の推移には注視
する必要がある。また人件費の増加は続いており、収益への影響が生
じているほか、雇用人員不足による事業への影響も出ており、新たな
事業獲得が難しい状況にある。4月からの働き方改革の対応に苦慮し
ている。
・技能実習制度から育成就労制度へ変わる情報が必要。� （札幌）

● �官庁工事については、第一四半期（4～6月）の大量発注時期は、懸念
していた入札不調は多くは起こらず、順調に発注されてきていたが、
第二四半期（7～9月）に入り、8月ころから人材不足（技術者と技能者
の両方とも）による入札不調が、特に設備工事で目立ち始めた。札幌市
や北海道発注の工事に関し、電気工事については、入札不調はそれほ
どは深刻化はしていない。発注量が大幅に増加した防衛庁工事で入札
不調が目立ち（過去から要求される条件が厳しく地場企業は取り組みに
くかった）、発注側は「一括発注」や、複数物件を取りまとめた大型発
注など進めている。
・民間工事では、建築費高騰の影響により「新規住宅着工数」がかな
り減っていて、住宅やマンション等の発注が減少しているのと、携
帯電話設備など電気通信工事がモバイル各社の発注抑制もある工事
が減少している。これ以外では発注量は多く、半導体製造工場の本
体工事以外でも、北広島、恵庭、千歳、苫小牧周辺で、物流施設、
ホテル、店舗関係の工事が増えている。ここに来て、半導体製造工
場に部品や材料供給などを見込んだ本州企業の進出（工場や倉庫等の
計画）が打ち出され、この周辺の工事量が引き続き増大する予想。

・「働き方改革」について、官庁工事は「週休2日型」が今年から本格
導入され、今後はある程度は労働時間の抑制が進んで来るのでは
と、とりあえずは希望的観測を持っている。民間現場について、ゼ
ネコンによっては「隔週で土曜日閉所」で僅かの改善はみられる
が、秋から冬にかけての繁忙期に入ると、そう簡単には改善しない
のではと懸念を持つ企業も多い。� （全道）

●【組合員の業況】
　�　公共工事の発注については、予定どおり全ての受注が完了した。各
社とも、人手不足のため民間の修繕工事依頼に苦慮している。
　【問題点】
　�　市内事業者は、技術者を含めた従業員の高齢化や若年労働者の雇用
が進まず、公共工事はもとより民間の給・排水の修繕工事の対応に苦
慮する状況が続いており、従業員確保に向けた対応が急がれている。
　【地域の実情】
　�　名寄市では、収穫の秋を迎え「産業まつり」が開催され、多くの市
民が楽しんだ。作況状況は、稲作・畑作とも順調に生育が進んでお
り、出来秋に期待がもてる。� （名寄）
運輸業 �
● �8月は盆休みが長いため稼働日が少なく、また、台風の影響で本州輸送
については船が運休し、運行したら荷物が集中してさばききれない。ま
たドライバー不足でトラックが稼働できないため、売上が減少した。農
産物の作柄は良いため、輸送量は確保できそう。運賃は値上がりしてい
るが、外注運賃の値上がりの方が大きく、収支は厳しい。� （全道）

● �農産物は軟弱野菜類は生育も良く、順調な荷動きになっている。馬鈴
薯・玉葱類も全般的に順調に推移している。一般カーゴについても半
導体製造工場の影響からか、荷動きが良い。飲料水の動きは高温の影
響で増加している。全般的な貨物の動きは良化している。� （石狩）

● �売上高は、前年同月比　9.15％減少。
・乗務員数は、前年同月比　2.2％減少。
・7月分チケット取扱高は、前年同月比　7.23％増加。� （旭川）
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